
災
害
対
策
に
は
、

「
自
助
」
自
分
自
身
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と

「
共
助
」
地
域
な
ど
周
囲
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と

「
公
助
」
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
と
い
っ
た
行
政
に
よ
る
救
助
・
援
助

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
災
害
時
は
、
行
政
が
全
て
の
被
災
現
場
に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
ま
た
行
政
自
体
も
被
災
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
公
助
」
だ
け
で

は
限
界
を
迎
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
害
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、「
自
助
」
と
「
共
助
」
が
と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
自
助
」
は
、
食
料
や
水
等
備
蓄
品
を
準
備
す
る
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
く
な
ど
、
何
を
す
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
で
す
が
、
で
は
「
共
助
」
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
の
団
体
（
自
主
防
災
会
・
町
会
、
民
生
委
員
、
消
防
団
、

青
年
団
な
ど
）
が
「
平
常
時
」
に
は
見
守
り
活
動
、防
災
訓
練
な
ど
を
行
い
、「
発

災
時
」
に
は
避
難
所
の
運
営
、
安
否
確
認
、
避
難
誘
導
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
「
共
助
」
は
地
域
の
団
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
す
る
（
安
否
確
認
を
自
主
防

災
会
・
町
会
だ
け
で
行
う
な
ど
）
と
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。「
連
携
・
協
力
（
地

域
の
助
け
愛
）」
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
地
域
で
も
、
地
域
の
団
体
が
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
住
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
も
そ
の
一
員
で
す
。

　

今
年
の
大
防
災
訓
練
で
は
、
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
み
る
、
安
否
確

認
タ
オ
ル
を
出
し
て
み
る
、
隣
近
所
に
声
を
か
け
て
み
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

が
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
、地
域
の
一
員
と
し
て「
共
助
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

地域の助け愛
問合先　危機管理課

防災特集
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　7月31日㈰、大木地区において自主防災
組織、消防団、民生委員が協力して訓練を
実施しました。
　自主防災組織が中心となり、災害対策本
部を立ち上げ、消防団が土砂災害警戒区域
にお住まいの人を、安否確認のため訪問し
ました。

民生委員
　高齢者の困りごと、悩み事の相談に
乗ったり、月１回の見守り活動等を行っ
ています。地域にお住まいの高齢者・
障害者のことを把握してくれています。

消防団
　消防署に勤務している消防職員とは異なり、消防団員は、
各自の仕事をしながら、いざ火災や災害が発生すると現場に
駆け付け、地域を守るための活動を行います。また、日頃か
ら火災・災害に備
え日々訓練を行っ
ています。
　大木・土丸地区
の消防団である大
土分団には現在30
人の団員が活躍し
ています。

自主防災組織
　防災訓練の実施、災害時の避難所運営など、自
分たちの地域のために防災・災害対応を行います。

大木地区土砂災害訓練

大木地区では
地区内で協力し「共助」の取組を実施しています

防災特集 地域の助け愛

大木区長
田中　貢さん
「共助」は、地域の絆
が大事です。隣近所で安
否確認をするため、普段
からお互いのことを知
り、関係を作っておくこ
とが必要となります。
　また、自主防災組織だけで災害に対応するこ
とは非常に困難です。地区内の消防団、民生委
員などと普段から連携・協力して活動しておく
ことが大切だと思います。
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